
本
書
は
表
題
の
如
く
三
十
論
安
慧
釈
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
の

現
代
中
国
語
訳
を
主
要
な
部
分
と
す
る
。
著
者
の
濯
鞘
晦
氏
は
、
香
港
新

亜
書
院
研
究
所
を
卒
業
（
一
九
六
六
）
の
後
、
大
谷
大
学
大
学
院
に
留
学
し

（
一
九
六
九
’
七
二
）
、
現
在
は
香
港
中
文
大
学
哲
学
系
講
師
で
あ
る
。
著
者

の
日
本
留
学
中
に
起
草
さ
れ
た
本
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

一
、
自
序
…
…
…
・
…
・
・
…
．
：
…
…
・
…
：
…
・
・
・
…
…
…
・
…
：
壱
ｌ
陸

二
、
唯
識
三
十
頌
三
訳
対
照
…
…
。
：
．
…
…
…
…
…
．
：
．
．
…
…
…
一

三
、
安
慧
「
三
十
唯
識
釈
」
原
典
訳
註
；
・
・
…
・
・
…
・
…
…
：
…
十
三

四
、
梵
文
原
典
…
…
…
…
：
・
・
…
・
・
…
…
：
。
…
…
：
．
…
…
…
一
五
一

五
、
梵
漢
語
彙
対
照
：
：
．
…
：
：
・
・
・
…
：
…
…
・
…
…
・
…
…
…
二
○
九

本
書
の
序
文
に
は
、
著
者
が
い
か
な
る
動
機
で
三
十
論
安
慧
釈
を
中
国

語
に
翻
訳
す
る
に
至
っ
た
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。
中
国
の
佛
教
研
究
は
し
だ
い
に
衰
え
て
、
す
で
に
長
い
時
間
が

た
っ
て
い
た
が
、
中
華
民
国
初
年
（
一
九
二
一
）
の
頃
、
一
時
的
に
関
心
が

窪
霜
晦
著

安
慧

「
三
十
唯
識
澤
」
原
典
諜
註

松
田
和
信

高
ま
り
、
支
那
内
学
院
・
武
昌
学
院
・
漢
蔵
教
理
学
院
・
三
時
学
会
等
が

組
織
さ
れ
、
そ
の
中
、
文
献
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
呂
徴
℃
法
尊
、
特

に
後
者
は
十
年
間
も
チ
ベ
ッ
ト
に
留
ま
っ
た
後
、
漢
蔵
教
理
学
院
に
お
い

て
多
く
の
典
籍
（
菩
提
道
次
第
論
等
）
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
少
数
の
人
の
活
動
に
と
ど
ま
り
、
学
術
界
に
反
響
を

引
き
起
こ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
国
難
と
戦
争
の
た
め
、
佛
教
研
究

者
た
ち
は
一
日
の
安
全
も
な
く
、
ま
た
知
識
人
も
時
代
の
問
題
を
離
れ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
佛
教
学
は
机
上
の
空
論
と
な
っ
て
し
ま
い
、
時
代
の
圧

迫
の
下
、
こ
の
わ
ず
か
な
幼
い
芽
も
若
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か

く
し
て
世
界
の
学
会
の
発
展
か
ら
と
り
残
さ
れ
た
中
国
佛
教
界
に
あ
っ
て
、

著
者
は
、
一
九
六
九
年
秋
、
ハ
ー
バ
ー
ド
北
京
学
社
の
援
助
を
得
て
、
日

本
に
留
学
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
著
者
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と

チ
。
ヘ
ッ
ト
語
を
学
び
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
学
の
学
風
を
継
承
す
る
こ
と

を
も
っ
て
、
中
国
の
数
十
年
来
の
研
究
に
欠
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
補
っ
て
、

漢
語
学
界
を
助
け
る
こ
と
を
自
ら
の
佛
教
研
究
の
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
、
著
者
は
ま
ず
第
一
に
三
十
論
安
慧

釈
の
翻
訳
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
典
籍
の
も
つ
佛
教
思

想
上
の
重
要
性
の
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
著
者
が
以
前
よ
り
研
究
し
て
い

た
成
唯
識
論
と
の
比
較
に
関
心
を
い
だ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第

三
頌
『
不
可
知
執
受
処
了
』
と
い
う
句
に
か
ん
す
る
両
者
の
相
違
点
、
転

変
と
見
相
二
分
の
概
念
等
、
さ
ら
に
は
真
諦
の
訳
し
た
転
識
論
と
の
関
係

と
い
っ
た
問
題
が
述
・
へ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
我
、
ベ
に
と
っ
て
も
す

で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
以
上
、
「
自
序
」
の
内
容
を

簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
次
に
置
か
れ
る
「
唯
識
三
十
頌
三
訳
対
照
」
は
、
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三
十
頌
玄
英
訳
と
著
者
に
よ
る
韻
文
訳
、
お
よ
び
そ
れ
に
言
葉
を
補
っ
た

散
文
訳
と
の
対
照
で
あ
る
。

著
者
は
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
レ
ヴ
ィ
校
訂
本
を
底
本
と
し
て
用
い
、
寺

本
腕
雅
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
校
訂
本
、
呂
徴
の
「
安
慧
三
十
唯
識
釈
署

抄
」
、
荻
原
雲
来
・
宇
井
伯
寿
・
野
沢
静
証
の
和
訳
、
真
諦
訳
の
転
識
論
、

成
唯
識
論
と
述
記
を
参
照
し
、
さ
ら
に
は
野
沢
訳
を
通
し
て
ヴ
ィ
ニ
ー
タ

デ
ー
ヴ
ァ
の
複
注
を
も
参
照
し
て
い
る
。
そ
し
て
以
上
の
諸
文
献
の
参
照

の
結
果
は
、
訳
文
に
倍
す
る
量
の
「
註
」
と
な
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
著

者
に
よ
る
と
、
こ
の
「
註
」
の
中
で
は
、
第
一
に
重
要
概
念
の
原
語
的
説

明
、
第
二
に
資
料
の
比
較
、
第
三
に
安
慧
説
の
整
理
、
第
四
に
そ
れ
ら
の

概
念
を
現
代
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
に
訳
文

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
著
者
は
最
初
に
で
き
る
限
り
玄
英
の
訳
語
を
採
用

す
る
こ
と
に
努
め
た
（
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
た
め
に
）
が
、
一
方
で
は
、
そ

れ
ら
の
言
葉
に
現
在
の
概
念
と
重
大
な
相
違
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
思

考
錯
誤
の
結
果
、
著
者
自
身
が
以
前
に
発
表
し
た
部
分
訳
（
香
港
「
法
相
学

会
集
刊
」
第
二
輯
所
収
）
に
対
し
て
若
干
の
改
訳
を
施
す
こ
と
と
な
っ
た
。

例
え
ば
、
以
前
に
は
「
変
」
あ
る
い
は
「
能
変
」
と
し
た
ｇ
口
冒
日
璽
を

「
転
化
」
に
、
「
唯
識
」
と
し
た
ぐ
旨
恩
威
‐
目
算
国
を
「
唯
表
」
と
い

う
よ
う
に
。
し
か
し
三
性
説
や
諸
心
所
の
名
称
等
、
か
な
り
の
部
分
で
玄

英
の
訳
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
「
転
化
」
「
唯
表
」
と
い
っ
た

訳
語
が
現
代
中
国
語
と
し
て
い
か
な
る
｝
一
ユ
ア
ン
ス
を
持
つ
の
か
、
ま
た

著
者
が
こ
れ
ら
の
佛
教
術
語
を
何
を
基
準
に
し
て
訳
し
分
け
る
の
か
、
そ

一
一

の
辺
の
事
情
は
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
著
者
の
訳
文
の
疑
問
点
を
少
し
指
摘
し
て
お
こ
う
。
〔
十
五
頁
十

三
行
〕
閉
農
園
を
「
無
対
」
と
訳
し
「
註
」
に
お
い
て
、
直
訳
す
れ
ば

「
無
能
」
の
義
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
鼠
農
３
↓
閉
島
国
の
誤

読
。
〔
十
九
頁
十
八
行
〕
呂
且
目
秒
を
「
所
取
」
と
訳
す
が
、
こ
の
場
合

ロ
忌
目
目
は
朕
国
司
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

鼻
の
口
）
、
著
者
の
訳
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
レ
ヴ
ィ
本
二
十
三
頁
・
本
書

六
十
九
頁
に
出
て
い
る
弾
目
四
ｇ
ｏ
鼠
鼻
息
・
…
・
・
云
友
の
一
文
は
偶
で
は

な
く
、
安
慧
自
身
の
注
釈
文
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
荒
牧
典
俊
氏
の
和
訳

に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
。
〔
百
十
一
頁
九
’
十
二
行
〕
こ
の
部
分
は

第
十
七
偶
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
が
著
者
は
次
の
よ
う
に
訳
す
。

識
転
化
分
別
。
彼
皆
所
分
別
。

由
此
彼
皆
無
、
故
一
切
唯
表
。

ぐ
』
言
自
国
も
四
国
箇
目
○
ご
四
目
菖
冒
言
○
ぐ
ゅ
Ｑ
ぐ
房
己
冨
劃
昇
異

甘
口
塑
菌
自
己
胖
蝕
言
国
段
蝕
目
圏
討
ご
四
目
ａ
蔵
号
重
日
礫
国
詳
魚
目
二一ヘ

］
『
、
、

著
者
は
梵
文
Ｃ
句
最
初
の
甘
口
餌
を
「
由
此
」
と
訳
し
、
。
「
註
」
に
お

い
て
、
こ
れ
が
直
前
の
「
彼
皆
所
分
別
。
」
を
受
け
、
玄
英
訳
の
「
由
此

正
理
」
と
は
異
な
る
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の

蔚
旨
四
は
偶
冒
頭
の
識
転
変
Ｉ
分
別
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
こ

の
（
分
別
）
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
」
の
意
で
あ

り
、
著
者
の
訳
文
で
は
、
玄
英
訳
に
引
き
ず
ら
れ
た
誤
訳
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
な
お
第
二
十
四
偶
に
つ
い
て
は
、
ｄ
句
の
幽
冒
国

昌
宮
ぐ
騨
巨
〕
習
四
罰
は
、
著
者
も
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
〔
一
三
六
頁
〕
円
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著
者
は
本
書
の
末
尾
に
付
録
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
と
梵

漢
対
照
の
語
彙
を
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
レ
ヴ
ィ
本
そ

の
ま
ま
で
な
く
宇
井
博
士
そ
の
他
の
訂
正
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
す
る
場
合
の
約
束
事
で
あ
る
単
語
を
分
書
す
る
こ
と
が
な

成
実
性
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
依
他
起
性
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ

の
点
、
著
者
は
荻
原
・
宇
井
・
野
沢
訳
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
。
次
に

第
二
十
九
偶
に
か
ん
し
て
、
こ
の
偶
は
、
唯
識
性
に
悟
入
し
た
礒
伽
行
者

の
心
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
冒

頭
の
胃
詳
冨
を
玄
美
が
「
不
思
議
」
と
訳
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
著
者

は
そ
れ
を
誤
訳
で
あ
る
と
指
摘
す
る
が
〔
一
四
八
頁
〕
、
は
た
し
て
そ
う
で

あ
ろ
う
か
。
す
で
に
勝
呂
信
靜
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

（
『
唯
識
説
に
お
け
る
真
理
概
念
』
法
華
文
化
研
究
第
二
号
五
十
九
頁
）
護
法
系
統

で
は
「
無
心
」
と
い
う
観
念
を
排
除
し
て
、
原
文
を
駒
。
芹
冨
か
ら
四
。
旨
‐

耳
蝕
に
変
え
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
我
交
は
レ
ヴ
ィ
が
用

い
た
の
と
は
別
の
写
本
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
が
四
・
旨
ご
色
と
伝
承
さ
れ

て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
（
ｚ
胃
冒
］
昌
缶
弓
巨
ぐ
①
め
ａ
ｚ
ｇ
己

所
蔵
の
佛
教
写
本
目
録
§
Ｈ
３
口
④
の
巻
四
十
五
頁
を
見
よ
。
こ
の
部
分

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
。
な
お
こ
の
写
本
は
か
っ
て
長
尾
雅
人
博
土
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
「
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
佛
教
写
本
典
籍
」
（
岩
井
博
士
古
希

記
念
論
集
所
収
）
の
中
に
含
ま
れ
る
「
世
親
三
部
作
」
と
同
一
の
も
の
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
「
不
思
議
」
と
い
う
訳
を
誤
訳
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

さ
れ
ず
、
し
か
も
あ
ま
り
に
も
多
い
タ
イ
プ
ミ
ス
（
こ
の
部
分
は
タ
イ
プ
を

複
写
し
た
も
の
）
の
た
め
、
遺
憾
な
が
ら
学
術
的
使
用
に
は
た
え
え
な
い
。

母
日
脚
目
↓
輿
］
〕
風
呂
宮
里
．
ご
）
》
吾
↓
百
『
つ
鼠
．
巴、

‐
ず
ぽ
倒
顕
ゆ
め
四
（
一
‐
ｌ
↓
ず
面
酔
函
四
‐
⑱
騨
空
‐
（
］
画
旬
胃
』
）
〕
ロ
倭
Ｉ
↓
戸
『
四
（
骨
切
詞
〕
印
）

四
彦
冒
』
ｌ
▼
四
ｍ
口
許
（
昌
函
式
画
］
）
、
四
吋
ぐ
ゆ
］
口
色
ｌ
↓
印
四
吋
ご
酉
］
回
動
ロ
画
（
胃
切
酌
函
）

ｑ
■
Ｊ
Ｌ
０
曲

、

○
ぽ
四
口
Ｑ
①
－
＋
ｏ
ぽ
ぃ
ワ
ロ
①
（
』
、
陣
の
）
四
国
ロ
戸
詐
画
ｌ
寸
四
）
訓
巨
斥
計
Ｐ
郵
戸
へ
Ｈ
切
酌
］
つ
）

〆

、

昏
四
］
四
ｌ
↓
も
ぽ
ゅ
］
色
（
〕
、
酔
画
。
）
目
色
叫
声
－
斗
目
凶
（
昌
切
ぬ
い
）

庁
Ｈ
】
ぐ
』
色
盲
凶
丘
ｌ
ｆ
庁
国
ぐ
』
ロ
ゴ
色
ロ
（
胃
、
Ｐ
、
）
Ｈ
か
四
冒
騨
ｌ
↓
冠
篇
四
・
ｐ
Ｈ
か
四
己
騨
へ
］
切
史
『
）

〆
、

Ｈ
”
己
抑
Ｑ
葺
く
侭
四
く
い
ｌ
‐
中
門
口
も
脚
Ｑ
砕
く
伝
四
琶
四
（
］
、
Ｐ
］
』
）
め
四
局
ご
ゆ
ず
ユ
②
］
四
肖
拭

－
１
中
ｍ
凶
引
く
四
ヴ
ュ
四
］
穴
沙
口
〕
（
Ｈ
ｍ
Ｐ
ｍ
）
ぐ
ご
欧
四
℃
庁
洋
の
Ｉ
汐
剣
邑
剴
騨
も
詐
拝
○
（
］
の
Ｐ
』
胃
）、

胃
い
く
四
斥
四
す
ふ
。
ｌ
当
日
ご
稗
曾
式
画
色
つ
臼
・
局
）
ヴ
ロ
四
国
遇
胃
津
く
が

欠
落
倉
臼
・
底
）
印
冨
臥
四
目
四
国
閉
園
国
↓
砦
間
宙
冒
曽
口
開
冨
国

（
旨
の
い
い
）
‐
ぐ
①
Ｑ
四
口
脚
ぐ
許
庁
Ｉ
寺
ぐ
①
Ｑ
四
国
脚
‐
『
拝
へ
Ｈ
つ
い
唖
）

／

鼬

口
畢
、

閏
日
日
閏
触
冒
冨
Ｈ
目
烏
巴
〕
↓
困
冒
］
諒
国
冒
冨
叶
目
鼻
息
口
罷
．
ｅ

ヴ
ロ
品
息
↓
画
冒
畠
烏
（
］
患
・
弓
）
煙
菖
時
耳
冒
↓
自
冨
胃
辱
四
○
急
．

馬
）
ぐ
目
再
訂
目
↓
昌
日
岸
菌
ｇ
ｏ
露
．
扇
）
昌
騨
日
↓
昌
冨
冒

言
＄
．
届
）
匡
昌
ぐ
胃
↓
ｇ
自
国
は
（
］
＄
ｇ
）

最
初
の
十
・
ヘ
ー
ジ
だ
け
で
も
こ
ん
な
調
子
で
あ
っ
て
、
一
々
指
摘
す
れ

ば
際
限
が
な
い
。
ま
た
本
文
中
に
引
用
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
誤
植

が
多
い
。
ま
た
梵
漢
対
照
の
語
彙
は
宇
井
博
士
の
作
製
さ
れ
た
も
の
（
「
唯

識
三
十
頌
釈
論
」
所
収
）
に
類
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
凱
国
冨
君
風
目
甚
‐

目
冨
に
対
し
て
「
転
依
所
成
」
と
す
る
こ
と
や
、
昌
餉
目
胃
目
鼻
自
笹
》

園
Ｈ
替
冒
ぷ
ゅ
鼠
と
い
う
よ
う
な
取
り
上
げ
方
は
、
自
ら
索
引
を
作
製
し

た
の
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
仕
方
で
あ
る
。
な
お
こ
の
部
分
に
も
タ
イ
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プ
ミ
ス
が
多
い
。
た
だ
し
、
胃
①
冒
紗
↓
胃
⑦
日
四
口
目
閏
日
Ｐ
↓
目
目
目
色
口

等
は
タ
イ
プ
ミ
ス
と
ば
か
り
も
言
っ
て
お
れ
な
い
。
こ
の
部
分
だ
け
変
化

形
で
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
。
な
お
こ
れ
も
宇
井
博
士

の
語
彙
と
同
一
の
取
り
上
げ
方
で
あ
る
。

三
十
論
安
慧
釈
は
、
レ
ヴ
ィ
本
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
数
多
く
の
人
に

よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
新
し

い
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
部
分
的
に
テ
キ
ス
ト
の
異
動
が
示
さ
れ
て
も
い

る
（
ぐ
・
ぐ
①
○
戸
豈
巴
①
』
、
、
祠
Ｈ
Ｐ
四
戸
①
目
前
具
の
昏
時
画
目
色
は
》
切
目
Ｈ
旨
〕
、
房
四
鼠
百
四
℃
は
‐

ず
彦
山
、
胃
ｐ
』
ｐ
庁
彦
①
吋
凹
命
目
Ｐ
Ｃ
Ｏ
冒
①
ｏ
は
○
胃
（
蒔
門
堂
〕
呉
騨
昌
農
ロ
四
口
目
の
。
凰
心
井
口
胃
騨
計
⑦
凰
旦
ゆ
・
営

寺
ミ
薑
昌
。
、
§
、
ｑ
鼠
重
電
吻
暑
具
も
。
§
亀
、
閣
暑
嵩
急
患
ミ
湧
駕
昌
昌
》
皇
。
．
胃
】

乞
訟
）
。
ま
た
我
女
の
見
る
こ
と
の
で
き
る
写
本
と
し
て
、
国
５
冒
昌
‐

目
意
司
○
局
捧
号
Ｐ
ｐ
ｃ
ａ
聾
且
旨
醜
昌
弓
。
Ｈ
匡
園
ｏ
匡
唱
○
固
め
所
蔵
の

旨
団
国
Ｉ
后
忌
山
国
が
あ
る
。
こ
れ
は
今
世
紀
に
な
っ
て
ネ
パ
ー
ル
で
書

写
さ
れ
た
も
の
で
、
資
料
的
価
値
は
あ
ま
り
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、

次
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
訂
正
を
我
煮
に
提
供
す
る
（
頁
数
は
レ
ヴ
ィ
本
で

示
す
）
。

命
Ｈ
蹟
ロ
ー
↓
計
吊
賦
ロ
め
い
庁
印
ロ
へ
］
刃
、
）
，

〆
、

冒
冠
四
１
℃
騨
二
脚
吋
計
声
色
’
十
雷
巳
望
色
｝
》
も
囚
（
］
画
閂
汁
匿
騨
（
］
弐
四
つ
）

》

戸
座
陸
ｌ
ご
ロ
①
今
四
ｌ
↓
炭
騨
武
１
ｐ
Ｈ
己
菖
昴
二
四
へ
昌
酌
画
）

鴉

〆
、

Ｑ
ご
湧
計
目
目
四
件
回
１
ｔ
二
一
鼠
一
時
民
屋
段
（
画
⑳
画
ｃ
空
包
ゴ
Ｐ
揖
罠
ロ
四
計
画
』
へ
陰
Ｐ
“
）

〆
、

門
口
ご
色
‐
』
凹
戸
い
ゆ
旨
騨
弓
湾
’
十
吋
画
ご
秒
ご
脚
』
Ｐ
〆
、
ゆ
ご
四
国
】
へ
吟
岸
冒
切
）

ト

口
鈩
Ｑ

ｂ
ｑ
〃

４
、

色
曾
ぐ
扉
ロ
ロ
筐
国
ｌ
Ｙ
い
口
ご
扉
屋
号
冒
四
倉
い
む

山｜

の
胃
ご
ｐ
‐
号
胃
Ｂ
ｐ
Ｉ
↓
９
号
尉
四
詐
乱
目
冒
ぃ
閏
く
Ｐ
‐
号
胃
白
砂
Ⅱ
（
急
．
ご

ま
た
先
に
述
ぺ
た
ネ
パ
ー
ル
の
国
四
は
。
〕
〕
昌
冑
の
言
ぐ
＄
所
蔵
の
世
親
三

部
作
に
含
ま
れ
な
い
い
く
つ
か
の
写
本
も
参
照
し
え
た
ら
よ
り
完
全
な
訂

正
が
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
レ
ヴ
ィ
自
身
の
用

い
た
写
本
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
）

と
も
あ
れ
、
著
者
が
こ
の
三
十
論
安
慧
釈
を
出
発
点
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
典
籍
に
対
し
て
研
究
を
続
け
て
ゆ
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
中
文
大
学
出
版
社
・
香
港
・
一
九
八
○
）

一
一

次
の
要
項
で
賛
助
（
定
期
購
読
）
会
員
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
会
員
に
は
本
誌
を
発

行
後
す
み
や
か
に
お
送
り
し
、
本
会
の
出

版
物
を
割
引
価
格
で
お
わ
け
し
ま
す
。

○
年
間
会
費
（
二
冊
分
）

国
内
一
、
七
○
○
円

海
外
二
、
○
○
○
円
（
円
払
い
）

○
申
込
み
伽
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町

大
谷
大
学
佛
教
学
研
究
室

＊
申
込
み
は
郵
便
振
替
が
便
利
で
す
。

（
京
都
画
畠
ｇ
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
）

賛
助
会
員
募
集

一
一 －
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